
輸入検疫で発見された主な重要病害虫

2000年 に輸入された植物から発見された主な

重要病害虫は下表のとおりである。これらの病害

虫の多くは携帯品で持ち込まれた輸入禁止生果実

から発見されている。また、輸入禁止対象及び特

定重要病害虫以外でも、タイ産トウガラシ生果実

等10カ 国4種 類からマレーシアミバエ(85件)、

アメ リカ産 レタス等4カ 国10種 類からレタスハモ

グ リバエ(79件)及 びタイ産サポジラ等4カ 国9

種類からセグロモモミバェ(34件)等 侵入を警戒

している害虫も数多く発見されている。
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Bactrocera cucurbitae

ウ リミバ エ(7件)
Bactrocera dorsalis　 species complex

寄主植物別発見回数

サ サゲ(1)ト カ ドヘ チマ(1)ト マ ト(1)ニ ガ ウ リ(4)

マンゴウ(57)バ ンジロウ(20)レ ンブ(18)ト ウガラシ(11)

輸出国別発見回数

ミカ ンコミ バエ種 群(148件)
Bactrocera tryoni

ク インズ ラン ドミバ エ(2件)
Ceratitis capitata

チチ ュウカイ ミバ エ(3件)
Cydia pomonella

Cylas formicarius

コ ドリ ンガ(1件)

ア リモ ドキ ゾウム シ(3件)

Aleurocanthus woglumi

Conotrachelus nenuphar

ミカンクロ トゲコナジラミ(7件)

ス モモ ゾウム シ(1件)
Dendroctonus ponderosae

アメリカマツノキクイムシ(2件)
Diabrotica undecimpunctata

Otiorhynchus sulcatus

ジュウイチホシウリハムシ(6件)

キンケクチブ トゾウムシ(10件)
Pantomorus cervinus

フラーバ ラゾウ ムシ(3件)
Zabrotes subfasciatus

ブラジルマメゾウムシ(3件)
Omphisa anastomosalis

サツマイモ ノメイガ(1件)
Xiphinema index

ブ ドウ オオハ リセ ンチ ュウ(1件)

レイシ(9)バ ンレイシ(7)リ ュウガン(4)そ の他17種 類(22)

オ レン ジ(1)チ ェ リモア(1)

ア セロラ(1)バ ンジ ロウ(1)マ ンゴウ(1)

クルミ(1)

サ ツマイ モ(2)
*レタ ス(1)

ス ワンギ 生葉(7)

ブ ルーベ リー(1)

ホ ワイ トパイ ン材(2)

カラシナ(2)タ チチシャ(2)コ エン ドロ(1)レ タス(1)

Sempervivum属 苗(3) Potentilla属 苗(3)
ア ジサイ 切枝(1)エ リカ属(1)

マ ンダ リン(2)オ レン ジ(1)

イ ンゲ ンマメ(3)

サ ツマイ モ(1)

イ チジ ク(1)

Gaultheria属 苗(2)

タ イ(3)フ ィリピ ン(3)台 湾(1)

フィリピン(39)タ イ(37)台 湾(28)イ ン ドネシア(14)
ヴェ トナ ム(6)マ レー シア(4)そ の 他8ヶ 国(20)

オ ース トラ リア(2)

ブ ラジル(3)

イ ラン(1)

台湾(2)フ ィリピ ン(1)

タ イ(7)

ア メ リカ(1)

アメ リカ(2)

ア メ リカ(6)

オ ラン ダ(6)ド イツ(3)イ タ リア(1)

ニ ュー ジーラ ン ド(2)ア メ リカ(1)

イ ン ド(3)

タ イ(1)

フ ランス(1)

*:本 来の寄主植物ではなく、ヒッチハイカーとして発見されたものである。

海外のニユース マツノザイセンチュウ、ポルトガルに新発生

マツ枯れの病原線 虫であるマツノザ イセンチ

ュウ(Bursaphelenchus xylophilus)が 、1999年

にヨーロ ッパ では初 めてポル トガルにおい て発

生が確認 されたの で概況 を紹介 する。本線虫の

分布地域は、これまでアメ リカ、カナダ、中国、

台湾、韓国、日本な どであ った。本線虫の発生が

確認されたのは首都 リスボンの南東約30kmに 位

置するSetubal地 域 で、2箇 所の海岸松の樹木内

か ら高密度の本線虫 が検 出され た。これ までヨ

ー ロ ッ パ の 針 葉 樹 か ら は 、25種 類 の

Bursaphelenchus属 線虫 が確認 されているが、

この中には本線虫 に形態 が非 常に似 ているニセ

マツノザイセンチ ュウ(B.mucronatus)が 含ま

れ ている。 ヨ一口 ツパ諸 国では、以前か ら本線

虫の発生 を警戒 していたが、1996年 か ら開始 さ

れた本格的な調査 で、その発生が確認 されたも

のである。

本線虫と他のBursaphelenchus属 線虫 との形

態的な識別点 としては、①雌 の尾端部、②雄成

虫の交接刺、③雌成虫の陰門唇(Valval lip)な

どの形態が挙げ られるが、今 回ポル トガル で発

見され た線虫は本種の形態的特徴 と一致 してい

た。 また、DNA分 析法(DNA-RFLP法)に 基づ

いて、 アメ リカ産のマ ツノザイセンチ ュウ及び

ドイツ産のニセマ ツノザイセンチュウを本線虫

と比較 した結果、アメ リカ産マツノザイセンチ

ュウと一致 した。

同国は、発生調査の結果 に基 づいて、発生地

域 を指定 し、その周辺に20km幅 の緩衝地区を設

置 して木材の検疫規制を実施 している。発生地

域 にお いては被害樹木は全 て焼却 し、病徴の現

れていない木材やこん包材 についても、移動前

の消毒(熱 処理 、薬剤 の加圧 注入 又 はくん蒸)

を義務づ けるなど、本線 虫の根絶 と蔓延防止に

努め ているところである。
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